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明
治
２（
１
８
６
９
）年
３
月
、
土
浦
藩
主
土
屋
挙し

げ
な
お直

（
１
８
５
２
～
９
２
）は
、
天
皇
へ
土
地
と
人
民
の
返
還

を
願
い
出
ま
す（
版
籍
奉
還
）。
同
６
月
、
こ
の
願
い
は

聞
き
届
け
ら
れ
、
挙
直
は
新
た
に
知
藩
事（
藩
知
事
）に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
同
４
年
７
月
の
廃
藩
置
県

ま
で
、
土
浦
藩
は
明
治
政
府
の
行
政
組
織
と
し
て
、
集

権
化
を
進
め
る
政
府
の
も
と
で
兵
制
や
禄
制
、
職
制
な

ど
多
方
面
に
わ
た
る
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
に
記
さ
れ
た
土
浦
藩
の
職
制
改
革
に
関
す

る
意
見
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。
意
見
書
を
提
出
し
た
人

物
は
、
土
浦
藩
士
の
小
林
渉わ

た
る（

１
８
２
４
～
１
９
１
６
）

で
す
。
渉
は
、
江
戸
時
代
に
は
藩
政
や
藩
士
を
監
視
す

る
目
付
な
ど
の
役
職
を
務
め
ま
し
た
。明
治
維
新
後
は
、

新
治
県
や
司
法
省
に
出
仕
し
た
ほ
か
、
茨
城
県
会
議
員

や
土
浦
町
戸
長
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
意
見
書
を
提
出

し
た
時
は
土
浦
藩
の
少
参
事
と
い
う
職
に
あ
り
、
藩
政

の
中
枢
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

　
渉
は
、
意
見
書
の
中
で
、
職
制
改
革
布
告
後
の
評
議

の
停
滞
を
指
摘
し
ま
す
。
そ
し
て
、
役
人
た
ち
を
や
る

気
に
さ
せ
て
評
議
の
進
展
を
促
す
た
め
、
挙
直
に
よ
る

役
人
へ
の
政
務
の
委
任
、「
議
事
所
」の
設
置
に
よ
る
上

申
の
場
の
開
設
、
大
参
事
以
下
に
よ
る
速
や
か
な
政
務

処
理
、
能
力
主
義
に
基
づ
く
人
事
、
監
察
を
通
じ
た
役

人
の
勤
務
態
度
の
把
握
な
ど
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
渉
の
意
見
は
実
際
に
改
革
に
反
映
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
意
見
書
の
提
出
か
ら
約
半
年
後
の

明
治
３
年
５
月
時
点
の
藩
の
職
制
に
は
、「
議
事
局
」と

「
監か

ん
さ
つ
そ
う

察
曹
」と
い
う
部
局
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
部
局
が
渉
の
意
見
を
反
映
し
て
設
置

さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
彼
の
主
張
が
結
果
と
し
て
一
部
実
現
し
て
い

た
こ
と
は
確
か
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
意
見
書
は
、
明
治
初
年
に
お
け
る
土

浦
藩
の
藩
政
改
革
が
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
役
人
の
中
に
は
そ

う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
抱
き
、
積
極
的
な
改
革
案
の

提
言
を
行
う
人
物
も
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま

す
。
困
難
を
伴
う
改
革
を
推
し
進
め
た
背
景
や
原
動
力

を
、
彼
ら
の
声
に
求
め
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
渉
の
意
見
書
は
、
５
月
６
日（
水
）ま
で
市
立
博
物
館

で
開
催
中
の
企
画
展「
土
浦
藩
士
の
江
戸
・
明
治
」に
て

展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
立
博
物
館（
☎
０
２
９
・
８
２
４
・
２
９
２
８
）
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▲小林渉藩政改革意見書（個人所蔵）

明
治
初
年
の
藩
政
改
革
意
見
書

明
治
初
年
の
藩
政
改
革
意
見
書

最後の土浦藩主
土屋 挙直

（市立博物館所蔵）

少
参
事　
小
林
渉

差し迫った状況にあるので、恐れ多いですが
あえて忌憚のない意見を申し上げます。

改革の停滞を心配している者も
いると聞きます。


